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連載・今月の一枚
第26回：ある時は大学、ある
時は高校、そして・・・

食イベント
食欲の５月？

　５月は、「天上の食博覧会」と呼べ
るほど、珍しい食現象が重なりまし
た。１つめは、５月３日に起こった、
木星の衛星による相互食。４大衛星
の１つガニメデの影にイオが入り
95％も暗くなる現象が起こりまし
た。これだけの好条件の相互食は珍

　ご存知の通り、みさと天文台で
は、地域の様々な機関と連携し、ユ
ニークな活動を続けています。そん
な中、今月は、高校の教室になった
り、大学の講義室になったり、色ん

な顔を見せてくれました。
　５月７日は、水星が太陽面を通過
する日です。私が、毎週２時間、地
元の大成高校美里分校で行っている
選択授業「宇宙科学」の受講生は、午
後、学校を飛び出し、私の車で天文
台にやってきました。あいにく雨が
降ったり止んだりの天気でしたが、
一瞬の晴れ間を利用して、小型望遠

鏡で、見事、水星が太陽面を通過す
る様子を観察しました。
　続いて、５月17,18日は、放送大
学和歌山キャンパスの面接授業「天
文学入門」が天文台と情報セン
ター、そしてセミナーハウスを使っ
て、連続５コマ（１コマ2時間15
分！）の講議が行われました。放送
大学の非常勤講師として声をからせ
ながらハードな講議を無事終了。17

人の受講生たちはこの講議を履修す
ることで１単位を取得されました。
　私たち生涯学習施設の将来のある
べき姿を垣間見た５月でした。普段
の天文台の事業に参加することが、
大学や高校の単位になれば、さらに
役立つ天文台になるはずです。様々
なハードルはあるでしょうが、ぜひ
実現したいと思います。
　　　　　　　　　　（尾久土 正己）

２日間の講議を受けたあと、レポートを書く放送大学の学生たち

雨天の中、半分諦めていたところ、幸運にも観察に成功して喜ぶ
分校生。観測結果は、下のコーナーで紹介。

水星

黒点

エウロパ　　イオ　　ガニメデ

20:45 JST

20:50 JST

20:55 JST

21:00 JST

しく、またGWの開館時間内に起こ
るという幸運さ。そこで、食現象の
第一人者である国立天文台の相馬氏
を講師に、天文教室を開催。パー
フェクトな気象条件の中、ほぼ予報
時刻通りの相互食を集まった大勢の
観衆と観察することができました。
　続いて、５月７日の水星の日面通
過。上のコーナーでも紹介したよう
に、分校生たちと一緒に雨の降る

中、見事、観察成功！小型望遠鏡を
使って投影した太陽像上を小さな黒
い点（水星）が横切っていく様子を

見ることができました。
　今月の食イベントの締めくくり
は、５月31日の金環日食。今回の日
食は、アイスランドで真夜中の白夜
の中起こるという非常に珍しい現象
です。日本から見れば地球の裏側に
位置する国にもかかわらず、白夜の
ために、日本時間の真昼に起こりま
す。そこで、みさと天文台が毎回参
加しているライブ！ユニバースの日
食中継の画像を天文台で受信し、そ
の様子を観察する予定です。この紙
面を執筆中の現時点ではまだ終わっ
ていませんので、この金環日食の報
告は次号で紹介したいと思います。

相互食の時刻に合わせて天文教室も20時から開始。GW中とあって多
くの参加者が集まりました。 木星の衛星の相互食の様子

コピー用紙の上に投影した太陽
像。小さな水星が見えている。

木星



連載　美里から宇宙へ
超新星1987A　３

みさと天文台通信
見学時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分
　ただし、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、望遠鏡整備の関係で、
見学が中止となる場合がありま見学が中止となる場合がありま見学が中止となる場合がありま見学が中止となる場合がありま見学が中止となる場合がありま
すすすすすので、事前に御確認ください。

1987年２月

６月のイベント 編集後記

６月の観望会の予定７月以降のイベント

爆発開始時刻のあてっこ

（佐藤 文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

昼間の施設見学について

３月９日記者会見

★特別観望会
　「天文台創立８周年記念
　　　　　　七夕 無料 観望会」
７月５日（土）、６日（日）
★７月の天文教室
　「星座早見盤を作ろう！」
７月20日（日）午後２時から
★「みさと星まつり」
８月12日（火）夕方から
★「火星ウィーク」特別観望会
８月13日（水）から17日（日）
★「そうめん流し」イベント
８月24日（日）に　（開催予定）
★「大接近した火星を見よう」
８月27日（水）午後10時から

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参
加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実費
が必要となります。また、会場・材
料の都合から事前予約が必要な場
合もあります。特に記述が無い場合
もなるべく事前（２日前まで）にお
申込み下さい。参加申込、お問い合
わせはみさと天文台まで。飛び入り
参加も大歓迎！

　外部講師をお招きする予定でした
が、都合により、日程も含めて変更
になりました。ご了承ください。
　６月の天文教室は予定を繰り上げ
て、５月31日に行います。
★天文教室「北欧金環日食を見る」
　　　～情報通信月間協賛イベント
５月31日（土）正午から午後２時
　白夜のアイスランドから、真夜中
の金環日食を生中継します。中継画
像を見ながら、日食の面白さについ
て語ります。

　梅雨時ですので、以下の期間は望
遠鏡整備期間にあてられます。
◆６月16日（月）～27日（金）
　・観望会は行いません
　・昼間の見学が中止となる事も
また、空が暗くなるのが遅くなって
きますので、以下の期間は観望会の
開催回数を変更します。
◆６月１日（日）～７月19日（土）
　・１回目の観望会が中止です

　望遠鏡整備のため、６月６月６月６月６月 1 61 61 61 61 6日日日日日
（（（（（月月月月月）））））からからからからから2727272727日日日日日（（（（（金金金金金）））））の間、の間、の間、の間、の間、観望観望観望観望観望
会は行いません。会は行いません。会は行いません。会は行いません。会は行いません。
　また、夏至が近く、空の暗くなる
時刻が遅くなるため、６月１日６月１日６月１日６月１日６月１日
（（（（（日日日日日）））））から７月から７月から７月から７月から７月1919191919日日日日日（（（（（土土土土土）））））の間は、の間は、の間は、の間は、の間は、
１回目の観望会１回目の観望会１回目の観望会１回目の観望会１回目の観望会（（（（（午午午午午後後後後後７７７７７時時時時時 1515151515分分分分分
開始）開始）開始）開始）開始）が中止になります。が中止になります。が中止になります。が中止になります。が中止になります。この期
間、観望会は１日２回だけです。

休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日
　６月は、２日(月)、３日(火)、９
日(月)、16日(月)、23日(月)、30日
(月)が休館日になります。

６月の休館日

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数などで臨機応変に変わります。
あらかじめご了承下さい。
観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻　午後７時15分、８時、
８時45分（なお、途中参加はご遠慮
下さい。）受付は、各開始時刻の15
分前からになっています。

参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
5/29(木)～１(日)：木星、M13、他
５(木)～８(日)：月、木星、他
12(木)～15(日)：月、木星、他
19(木)～22(日)：M13、木星、他
26(木)～19(日)：M13、木星、他

　1987年２月24日、大マゼラン星
雲に超新星が見えたニュースを比較
的地味な新聞の科学記事で最初に
知ったと思う。アマチュア天文家が
最初気づき、直ちに南半球のラスカ
ンナス天文台が確認した。南半球の
空を見ているアマチュア天文学者は
オーストラリア、ニュージーランド
に多い。北半球で発達した天文学で
南半球の星空を探査することは、
ヨーロッパ文明にとっては、地上で
の大航海時代に続く一種の「新世
界」探検であった。この超新星ブー
ムをきっかけにその後かの地の人た
ちと付き合ってそんな印象を持っ
た。
　それはさておき、この超新星発見
の時期は大学でいうと入学試験で、
わたしはこの年は問題作成・採点の
責任者に当っていて忙殺されてい
た。また研究上もこの頃の関心は
“星”にはなかった。自分ではこの年
は「ニュートン300年」と位置付け
物理学や宇宙観の300年を考えてみ
たいと思っていた。頼まれる文章に
もそれをテーマにしていたし、直前
の１月には仏教学者の中村 元先生と
「ブッダの知恵・ニュートンの科学」
というNHKテレビの対談番組を収
録していた。また正月休には岩波新
書「宇宙論への招待」の執筆に集中
し、哲学や科学史に凝っていた。研
究では宇宙ひもの研究をやっていて

物理学会の会誌にその解説記事を書
く締め切り日に追われていた。そん
なところに降って湧いた話だった。

　天文学者ではないので、当初、こ
れが300年ぶりの近い超新星である
という認識はなかったが、まもなく
これは一大イベントだという学界の
雰囲気が伝わってきた。当時の我々
の研究室には重力波の理論計算をし
ている人がいたので重力波は受かる
かが話題になった。ニュートリノの
話しは、「プリンストンのバコール
が神岡で受かると推定した」という
噂を聞いたのが最初だったと思う。
　そんなある日、入試の採点業務で
疲れて研究室に帰ったところに、東
大に移っていた佐藤勝彦君から電話
があり「神岡でニュートリノが受
かったらしい。まだかん口令が引か
れているが。」という情報を知らせ
てくれた。
　「かん口令（情報を他人に話すこ
とを禁ずる命令）」とは科学の世界
にあるまじき話しに聞こえるかもし
れない。しかしこの時期、ニュート
リノ・バーストをキャッチする可能
性の装置をもつグループ同士（多
分、３，４つぐらいあった）でお互
いに情報を遮断して観測記録を精査
した上で一緒に「時刻」を「あてっ
こ」することが大事だった。「あれ
か、これか」と迷っている時に情報
交換があるとお互いに影響されて客
観的な結果が得られなくなる。

　この事情を理解するには「観測」
の仕組みを相当知らねばならない。
ニュートリノ観測といっても、
ニュートリノそのものは光や電流を
起こさないから、結局はニュートリ
ノの衝突でエネルギーを得た電子を
見ている。ところがこういうエネル
ギーの高い荷電粒子は環境放射線と
同じである。カミオカンデが地下に
置いてあるのはこの環境放射線のレ
ベルが小さい環境を求めてのことで
ある。それでも始終ある頻度でイベ
ントが検出されている。バーストの
確認はこういう通常のものよりエネ
ルギーの高いものが数多くある時刻
に集中していることを観測すること
だ。
　「超新星からのニュートリノ」は
「超新星の方角からやってきた
ニュートリノ」を選り分けることだ
と思うかもしれないが、実はそうで
はない。集中した時刻が問題なの
だ。「爆発の時刻は超新星が発見さ
れているのだから分かっているので
ないか？」と言うかも知れないが、
それには「爆発」の意味をより正確
にしなければならない。爆発は星の
中心部で始まりニュートリノが出る
のは開始後たった10秒前後である。
爆発開始の影響が中心部から表層に
達してはじめて、外から見た星は明
るく輝き出す。天文学者がこの星を
待ち構えて見ている訳ではなく、超
新星が「発見」されたのは相当に明
るくなって目立ったからである。ま
た夜を待たねばならない。その時刻

はニュートリノの出た以後数時間、
長ければ半日ぐらいは経っていると
思われる。

　したがって天文観測では「何時何
分」の精度での爆発開始時刻は決め
られない。ニュートリノ・バースト
からでないと決まらない。逆に各グ
ループがキャッチしたと称するバー
ストが本当なら時刻は分以内で一致
してなければならない。「集中」が
クッキリ出てればいいが、カスカス
の時には、他人の情報で影響されて
しまう。かん口令が必要な理由であ
る。
　３月末での東大教授の定年を間近
にしていた小柴さんはここで最高の
能力を発揮した。先陣は切りたいが
早く発表して後で明確に否定された
らオシマイである。慎重をきして他
に遅れて発表したのでは「追認し
た」という地位に甘んじなければな
らない。まず待ちきれなくなって
ヨーロッパ、モンブラントンネルで
やっているグループが「時刻」を発
表した。カミオカンデは別の「時刻」
でより良いデータをもっていたから
ここで１グループを降り落とした。
残る強敵はアメリカのIMBグループ
だがなかなか発表しない。そこで小
柴グループは３月９日に文部省で記
者会見して「時刻」を発表した。す
ると直ちにIMBが「自分達もそこに
見つけていた」と発表した。

ニュートリノ・バースト
発見の「かん口令」

　イオ食の天文教室、さわがにレー
ス、水星の日面通過と、GW最後は
１週間に３イベントの多忙な毎日で
した。後片付けが済み通常のペース
に戻ったかなと思った時には、すで
に５月は半ばを過ぎていました。
　沖縄地方が梅雨入りしたニュース
を聞きました。梅雨が明ければ、楽
しい夏休みがやって来る。今年の夏
のキーワードは「火星」です。
　６月は、友の会の更新手続きも忘
れずに行ってくださいね。　　（Y2）



連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！

　友の会のみなさん、６月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

１等星

３等星
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星座線
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微妙に６万年ぶり

　惑星ニビルの接近といううわさが
マスコミを賑わしていたようですが
（人文科学的には面白いテーマなの
かもしれませんが果たしてどうなっ
たのでしょう？）、それはともかく、
そろそろ「この夏、火星が世紀の大
接近！」という言葉を聞かれるかも
しれません。ある計算によると、ど
うも世紀の接近どころではなく５万
７千年ぶりの大接近とか。それはこ
の夏、肉眼でも実感できます。
　とは言っても、見た目にそう極端
に大きくなるわけではなく、通常の
大接近よりも、0.2％くらい大きく
なるという程度です。見かけの直径
が角度で25.11秒（１度の143分の
１。木星の直径の半分強、月の直径

の約70分の１）になります。望遠鏡
があれば火星の模様の観察がしやす
くなるし、その接近の度合いがたま
たま珍しいほどである、ということ
です。そう言われては、なーんだ、と
思われるでしょうが、明るさは木星
よりも明るくなってマイナス3.0等
星となりますので、明（宵）の明星
で有名な金星に次ぐ明るさとなり、
真夜中に赤い星が異様に明るく目立
つようになるので、きっと話題にな
るでしょう。今はまだ朝方に登って
くる火星ですが、徐々に登る時刻が
早くなり、着実に明るくなって行き
ますので、夜更かしの得意な方はと
きどき真夜中の明星（普通は木星の
ことかもしれませんが、今回は火星
です）をチェックされると楽しいか
と思います。なお、８月27日が最接
近（5576万ｋｍ）ですが、その日だ
けでなく前後１週間くらいは、まさ
に世紀に１度程度しかない25秒サ
イズの大きな火星が見られます。み
さと天文台では、前ページにもあり
ますように、８月13日から17日と

　今月と言うより、この夏の星空の
イチオシ現象、火星大接近の解説で
す。梅雨時ですが観測開始です。

本格（スパルタ？）自作教室

27 日は火星の特別観望会を行う予
定です。
　火星の接近について説明します
と、別に火星が地球の引力に引かれ
て近くにやってくるわけではなく
（地球にも少しは引かれてますが）、
軌道的に見て地球と同じ方向に来る
（会合する）というだけです。地球も
火星も太陽の周りを回っています。
地球は１年で１周、火星は約１年
10ヶ月程で１周ですので、ちょうど
同じ方向に来るのは約２年２ヶ月ご
とになり、確かに接近するわけで
す。加えて、火星の軌道は少々楕円
が目立ちますので、会合したときの
地球との距離は会合する場所によっ
てかなり変わります（倍くらい）。そ
れで、近い時を大接近、遠い時を小
接近などと言い、今回は大接近の中
でも、かなり近いところで会合する
ということが珍しいわけです。
　火星は通常、望遠鏡で見てもガッ
カリするくらい小さい（５月初旬の
視直径が10秒ほどです）ので、地球
の大気の揺らぎで細かいところがよ

く見えません。そんなこともあっ
て、この接近は火星を観察する大
チャンスです。火星の季節で言え
ば、今回よく見える火星の南半球は
夏至に近く、ドライアイスでできて
いるとされる南極冠がだんだん小さ
くなってゆくところなどが観測でき
るかもしれません。　（豊増 伸治）

　別紙の広告にもありますが、和歌
山星空再発見プロジェクトでは、こ
の世紀の大接近を記念し（大したこ
とないと言っておきながら、宣伝効
果を考えるとついオーバーになって
しまいます）、本格的な望遠鏡自作
教室を開催します。題して「この夏、
君も望遠鏡職人になろう！」。望遠
鏡の反射鏡の製作で有名な、新宮市
の田阪さんに直接指導をお願いし、
みさと天文台の麓の美里町セミナー
ハウス未来塾で、４日間の「鏡磨き

合宿」を行います。各自が12.5cmの
反射鏡を磨き上げ、望遠鏡として完
成させます。この夏休みの合宿に先
立ち、みさと天文台での望遠鏡基礎
講座や、新宮市の田阪さんの職場見
学（任意）、また反射鏡は研磨終了後
メッキを施し、望遠鏡として組み上
げ、実際に接近後の火星を自分の望
遠鏡で観察します。約３ヶ月に渡る
本格的な反射望遠鏡自作講座です。
また講師の田阪さんはアマチュア火
星観測者としても多くの成果を残し
ておられますので、今回の火星の大
接近についても、火星に運河がある
と言われていた時代からのたいへん
興味深いお話がうかがえるものと思
われます。おそらく２度と無いこの
チャンスをお見逃し無く。基本参加
費は望遠鏡と宿泊費などを含め３万
５千円程度、募集は先着20組程度の
予定です。お問い合わせ・お申し込
みは、みさと天文台まで。

　日　　　 天文現象

３日（火）　水星が西方最大離角
　　　　　　木星の衛星相互食
６日（金）　忙種、
　　　　　　しし座η星の星食
８日（日）　上弦
11日（水）　冥王星が衝　
14日（土）　満月
21日（土）　下弦
22日（日）　夏至
　　　　　　木星の衛星相互食
23日（月）　火星と天王星が近づく
　　　　　　木星の衛星相互食
28日（土）　ポン・ウィンネッケ
　　　　　　　　　　　流星群？
30日（月）　新月

６月10日午前１時の空

左下：５月２日の火星（約10秒角）
右下：８月下旬最接近時に予想される火星
　　　の大きさ（約25秒角）



４月
25日：ハイビジョン登場
26日：リモート望遠鏡改造開始
５月
１日：火星生中継
３日：天文教室（衛星イオの食）
５日：さわがにレース
７日：水星の日面通過、
　　　SMOKA（～９日＠NAOJ）
12日：SMOKA（～14日＠NAOJ）

５月
８日：下津女子高
14日：原子力研究所（S-cube講師）

４月
17日：紀伊民報（イベント情報）
20日：連載（天文台の人的交流）
25日：スクラム（イベント情報）、
　　　ぱど和歌山（イベント情報）
27日：連載（銀閣寺）
５月
１日：読売ライフ５月号（天文台）
４日：連載休載
５日：読売新聞（天文台）
７日：毎日新聞（さわがにレース）、
　　和歌山新報（さわがにレース）
10日：有田市「ゆうゆう」（イベント情報）
11日：連載（さまざまな食）
連載：毎日新聞「星からの贈りもの」
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天文見聞録（12）
初めてのカンソク

　はじめまして。この４月に、沖縄
から天文学を勉強するために和歌山
大学大学院に来た多田直樹です。今
回は、僕にとって初めての天体観測
になる、５月の連休に長野県の東京
大学木曽観測所に行った時の雑感を
書いてみます。
　木曽観測所に到着すると、まず銀
色のドームがお出迎えしてくれます

が、これがすごく大きくてビック
リ！ここには、口径 105cm シュ
ミット望遠鏡が収められているので
すが、これまた圧倒される大きさで
した。
　これまでにも何度か、ニュースや
科学番組等で天文台やそこにある望
遠鏡が紹介されるのを見たことがあ
りましたが、映像ではその巨大さを
実感できずにいたんだなあと、つく
づく思いました。
　ところで、実際の天体観測がどの

ように行われているか皆さんはご存
知でしょうか。望遠鏡のそばに張り
付いて、夜の寒さに震えながら一晩
中ドームの中に籠って観測すると
思っていらっしゃる方も少なくない
んじゃないでしょうか。かく言う僕
もそんな一人だったわけでして、一
人で勝手に「天体観測とは耐え忍ぶ
もの也」と考えていました。
　しかし、実際には非常に快適な環
境の下で観測は行われます。種明か
しをしますと、実はドームから少し
離れたところにある観測室から望遠
鏡を遠隔操作します。もちろん、撮
影された画像もオンラインで送られ
て来ます。時々、観測中に屋外へ出
てみると、沖縄の気候に慣れた僕の
体には非常に寒く、とても耐えられ
るものではありませんでした。この
ような現実に直面すると、「科学っ

て有難いなあ」と、素直に思ってし
まいます。
　自然科学の一分野である天文学
は、医学や工学など他の自然科学の
分野に比べ、我々の生活に直接恩恵
を与えてくれるものではありませ
ん。従って、「天文学って本当に人の
役に立つものなの」と疑問に思う方
もいるかもしれません。
　ですが、天文学は過去から現在に
至るまで人類の知的欲求に応え、自
然科学の発達に大いに貢献してきま
した。そんな天文学に、もっと多く
の人々が興味を持ってくれたらなあ

と、予想以上に美
味かった観測所の
ご飯を食べながら
思ったりもした今
回の木曽行でした。
　　　（多田 直樹）

前代未聞の新種目登場！
進化し続けるさわがにレース

　はじめまして。上野山 景子（うえ
のやま けいこ）です。５月14日よ
りみさと天文台で働くことになりま
した。まだ良いお天気に恵まれてい
ないので星空を見られないのが残念
です。早く仕事に慣れたいと思いま
すのでよろしくお願いいたします。

新入生あいさつ
上野山 景子　職員

卒業生あいさつ
増井（辻岡） 美早江　職員

　５月をもって天文台を退職する事
になりました増井です。早いもので
天文台勤務に着かせて貰ってから３
年が経ちました。思い起こすと走馬
灯のように頭の中を駆け巡ります…
　自然に囲まれた天文台と、そこで
働く人達、とてもいい環境で最後ま

も１年続けさせて貰い、優しい時間
の中で仕事を全うする事ができ、本
当に嬉しく思います。有難うござい
ましたm(_ _)m
　書けばもっと色々出てきますが、
これからは一個人・お客様・そして
お手伝い等で天文台を訪れたいと思
います。公私共に幸せですが、この
気持ちを決して当たり前だと思う事
なく、これからも何事に置いても、

私なりに努力し、助け
合い、頑張って行きた
いと思いますので、温
かく見守っていてくだ
さい。
　こんな子、そう言え
ば居たなぁ…と、時々
思い出して頂ければ幸
いです(^∇^)　３年間、
今まで、本当に有難う
ございました(*^-^*)

で仕事させて貰った事、
本当に嬉しいです。最後
まで泣かないで帰ろうと
思いましたが、皆さんの
温かい気持ちに触れ、涙
が溢れてきました。
　３年勤務している間に
は結婚という最大イベン
トが有り、姓も変わった
り、私の中で変化も有り
ましたが、結婚してから

　子供の日恒例のさわがにレース。
８回目となる今回、新種目が登場し
ました。従来の1500mm競争とは全
く異なる新種目は「750mm水中競
争」。決勝戦のみで実施された水中
レースを制したのは、かさご（監督：
杉田直弥）でした。

優勝した杉田くん（９）

（写真上）人だかりの
中では、水中コース
を使った決勝戦が。
（写真中）新コースは
アクリル製で、水中
の様子をしっかり見
る事ができる。

（写真右）もちろん、
さわがには
近くの沢で
自らスカウ
ト。（写真
左）子供達
は精一杯の
声援をさわ
がにへ。

Misato天文ダイアリー

団体・出張講演

出来事

報道・その他

みさと天文台友の会みさと天文台友の会みさと天文台友の会みさと天文台友の会みさと天文台友の会

更新時期迫る。更新時期迫る。更新時期迫る。更新時期迫る。更新時期迫る。
なんと！今年は、更新者全員プレゼ
ント。期間内に更新された方には、
美里町イメージソング「星の舟歌」
（作詞・作曲：EPO）のCDかカセッ
トをプレゼントします。


